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王
龍
渓

の
思
想

　
－
良
知
説

の
一
展
開
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一

　
王
陽
明
晩
年
の
資
と
し
て
、
そ
の
心
即
理
の
哲
学
の
結
晶
た
る
致
良

知
説
に
親
し
く
接
し
た
王
怪
漢
は
、
先
師
の
没
後
、
文
字
通
り
王
門
の

宗
主
と
し
て
、
各
地
の
書
院
に
於
け
る
講
学
に
奔
走
し
、
王
門
諸
子
と

の
討
論
切
磋
に
努
め
た
。
だ
が
碍
管
は
必
ず
し
も
陽
明
思
想
の
正
し
い

継
承
者
で
あ
る
と
、
公
認
さ
れ
評
価
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た

と
え
ば
、
黄
宗
義
は
、
『
明
儒
学
案
』
の
中
で
、
　
「
陽
明
先
生
の
学
、

泰
州
（
回
心
斎
）
・
皇
漢
あ
り
て
天
下
に
漏
壷
す
」
と
、
王
門
の
宗
盟

と
し
て
の
龍
漢
の
位
置
を
認
め
て
い
る
が
、
同
時
に
「
亦
泰
州
・
羅
漢

に
因
り
て
漸
く
そ
の
伝
を
失
う
」
と
し
て
、
龍
漢
を
陽
明
思
想
の
正
し

い
発
揚
者
と
は
評
価
し
て
い
な
い
。
　
（
巻
三
十
二
・
泰
州
二
塁
序
）
彼

の
こ
の
見
解
は
」
恩
師
劉
言
言
に
よ
る
所
が
大
き
い
。

　
劉
念
台
は
、
　
「
戒
催
謹
独
」
を
説
く
郷
東
廓
、
　
「
収
摂
保
聚
」
　
「
主

静
無
欲
」
を
説
く
諦
念
篭
を
．
王
門
の
正
伝
で
あ
る
と
考
え
、
皆
無
を
説

き
悟
を
貴
ぶ
王
思
置
を
、
陽
明
の
真
意
を
失
っ
た
者
だ
と
見
徴
し
て
い

る
。
　
（
明
儒
学
案
・
師
説
）
劉
氏
の
こ
の
評
価
は
、
良
知
説
の
内
包
す

る
無
善
無
悪
説
を
視
点
と
し
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
「
良
知
即

天
理
」
「
良
知
即
至
善
」
だ
か
ら
羅
善
無
悪
」
で
は
な
い
、
と
い
う
良
知
観
を

以
て
、
無
黒
田
悪
説
を
王
陽
明
の
良
知
説
か
ら
切
り
離
し
て
考
え
、
陽
明
後
学

に
至
っ
て
、
無
落
語
悪
の
四
字
を
取
り
込
み
、
遂
に
禅
に
突
入
し
た
と
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
の
で
あ
る
。
　
（
劉
子
全
書
・
巻
十
九
・
答
韓
参
学
）
彼
は
老
漢
の
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四
無
説
が
「
善
を
思
わ
ず
悪
を
思
わ
ざ
る
時
、
本
来
の
面
目
を
見
る
」

（
六
祖
心
血
）
に
本
つ
く
も
の
だ
と
し
（
劉
子
全
書
・
巻
二
十
一
・
銭

緒
山
要
語
序
）
、
山
善
無
悪
に
よ
っ
て
後
世
の
惑
い
を
起
こ
し
た
責
任

者
と
し
て
、
　
「
陽
明
不
幸
に
し
て
龍
漢
あ
り
」
と
断
ず
る
に
至
っ
た
。

（
劉
子
全
書
・
巻
十
九
・
答
韓
参
夫
）
要
す
る
に
不
念
台
の
龍
漢
観
は
、

無
善
無
悪
説
が
良
知
説
に
本
来
具
有
す
る
も
の
で
は
な
い
と
規
定
す
る

所
か
ら
出
発
し
て
い
る
。

　
黄
宗
義
は
、
こ
の
王
氏
の
説
を
承
け
て
、
　
「
郷
東
廓
の
戒
催
、
羅
念

奄
の
主
静
、
此
れ
固
に
陽
明
の
長
喜
な
り
」
　
（
明
儒
学
案
・
巻
十
一
・

銭
五
山
小
伝
）
と
し
、
王
前
漢
・
丹
心
山
を
、
見
在
の
知
覚
を
以
て
言



う
者
で
あ
り
、
　
「
龍
門
の
旨
に
あ
り
て
、
毫
麓
の
差
な
き
能
わ
ず
」
と

見
倣
し
て
い
る
。
　
（
同
上
）
更
に
「
先
生
（
緒
山
）
の
徹
悟
は
、
龍
華

に
如
か
ず
。
龍
渓
の
修
持
は
、
先
生
に
如
か
ず
」
　
（
同
上
）
と
見
る
。

こ
れ
は
、
銭
止
山
が
陽
明
年
譜
（
嘉
靖
六
年
九
月
条
）
の
中
で
、
陽
明

の
言
と
し
て
録
し
た
「
砂
中
（
龍
漢
）
は
須
ら
く
徳
洪
（
石
山
）
の
功

夫
を
用
う
べ
く
、
徳
洪
は
須
ら
く
汝
中
の
本
体
に
透
る
べ
し
」
を
承
け
・

る
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
黄
氏
は
更
に
、
当
量
漢
は
寛
に
禅
に
入
る
も
、

先
生
は
儒
者
の
矩
燈
を
失
わ
ず
」
　
（
同
上
）
と
断
ず
る
。
要
す
る
に
黄

宗
義
は
、
劉
落
下
の
説
を
そ
の
ま
ま
承
け
て
一
宇
漢
の
無
善
無
悪
説
．

良
知
現
成
論
を
批
判
す
る
が
「
儒
者
の
矩
護
」
の
保
持
如
何
の
点
に
、

王
門
諸
子
を
評
価
す
る
際
の
一
つ
の
視
点
が
あ
う
た
と
い
え
る
。
黄
宗

義
の
こ
の
評
価
は
・
そ
の
ま
三
明
史
』
に
流
れ
て
い
る
・
①
（
列
伝
．

・
百
七
十
一
・
儒
林
二
）

　
一
方
、
劉
・
黄
両
氏
が
一
貫
し
て
批
判
し
た
良
知
養
成
論
の
系
列
に

属
し
、
彼
ら
が
最
も
忌
む
べ
き
思
想
家
の
一
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

李
卓
出
は
、
王
龍
漢
を
王
門
の
中
で
も
最
も
高
く
評
価
し
、
　
「
言
言
先
．

生
の
、
五
六
十
年
、
そ
の
師
説
を
守
り
て
、
少
し
も
改
変
せ
ざ
る
に
非

ざ
れ
ぽ
、
二
言
だ
必
ず
し
も
靡
然
と
し
て
風
に
従
い
、
一
に
此
に
至
ら
ざ
り

し
な
ら
ん
」
　
（
続
焚
書
．
巻
一
．
答
下
魚
山
）
と
し
て
、
陽
明
輪
業
漢

思
想
の
緊
密
な
る
連
続
関
係
を
見
て
い
る
。
こ
の
評
価
は
、
龍
漢
を

「
三
教
の
宗
師
」
　
（
続
焚
書
・
巻
一
・
与
黒
姫
侯
）
と
呼
ぶ
よ
う
に
、

李
塗
壁
自
身
の
三
教
一
致
の
思
想
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
乏
も
い
え
る
。

　
ま
た
別
の
評
価
と
し
て
、
王
宗
沐
（
敬
所
〉
は
「
龍
漢
王
先
生
集
書
」

（
王
龍
漢
先
生
全
集
・
刊
首
）
の
中
で
、
龍
漢
の
師
説
伝
播
の
志
を
述

べ
、
龍
漢
の
学
が
、
、
禅
と
儒
と
の
幾
微
の
剖
晰
を
行
い
、
本
体
即
功
夫

に
お
け
る
用
功
、
日
用
事
物
の
間
に
お
け
る
体
験
を
説
い
た
点
を
特
筆

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
欧
陽
南
野
の
学
を
承
け
る
自
敬
所
の
、
彼
の
立

場
よ
り
す
る
評
価
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
龍
渓
思
想
の
評
価
、
特
に
陽
明
思
想

と
の
連
続
性
に
つ
い
て
は
、
無
下
歯
悪
説
、
本
体
・
功
夫
論
、
三
教
観

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
点

に
つ
い
て
、
王
陽
明
思
想
と
の
連
関
に
注
意
し
な
が
ら
考
察
を
加
え
、

王
命
漢
の
思
想
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
二

　
王
陽
明
の
心
即
理
説
の
主
眼
は
、
朱
子
め
性
癌
理
説
の
超
克
に
あ
っ

允
。
朱
子
学
は
ゐ
主
客
を
貫
く
公
共
普
遍
の
天
理
の
存
在
を
一
草
一
木
に
至
る

ま
で
の
万
事
万
物
に
認
め
、
そ
の
天
理
を
窮
め
る
こ
と
を
、
学
問
功
夫

と
す
る
も
の
で
あ
．
つ
た
。
陽
明
は
こ
の
よ
う
な
天
理
観
を
転
換
さ
せ
、
、

主
体
す
な
わ
ち
心
の
み
が
天
理
を
形
成
し
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
を
主
張
し
た
。
　
「
心
外
に
理
な
し
」
　
（
伝
習
録
・
上
・
3
3
）
と
は
こ

の
こ
と
で
あ
る
。
理
を
飢
労
す
る
心
の
本
体
が
、
各
人
の
良
知
で
あ
る

と
す
る
所
に
、
彼
の
良
知
説
の
出
発
点
が
あ
る
。
自
己
一
念
の
良
知
が
、

主
客
の
一
体
化
せ
る
物
事
の
あ
る
べ
き
状
態
、
正
し
い
あ
り
方
を
決
定

一4
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し
て
い
く
。
こ
れ
が
致
良
知
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
節
目
時
変
の
凄
め
定

む
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
」
　
（
伝
習
録
・
中
・
答
顧
東
橋
書
）
と
あ
る
よ
う

に
、
理
は
預
め
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
吾
心
の
良
知

の
一
念
の
微
に
精
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
め
み
、
天
理
の
措
定
が
で
き

る
、
と
説
か
れ
る
。
物
事
に
対
処
し
て
、
是
非
軽
重
の
宜
し
き
を
得
る

こ
と
は
、
預
め
な
さ
れ
る
討
論
講
究
に
よ
っ
て
可
能
な
の
で
は
な
く
、

実
事
に
感
応
す
る
心
が
「
是
非
の
心
」
な
る
良
知
な
の
だ
か
ら
、
こ
の

良
知
を
致
し
て
「
義
理
を
虚
心
の
感
応
し
酬
心
す
る
の
間
に
精
察
す

る
」
　
（
同
上
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
始
め
て
主
体
の
在
り
方
を
規
定
す
る

条
理
が
発
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
天
理
を
精
察
す
る
良

知
を
、
陽
明
は
明
鏡
に
揃
え
る
。

　
「
そ
れ
良
知
の
体
は
、
鰍
な
る
こ
と
明
鏡
の
如
く
、
雇
愚
繊
騎
な
し
。

　
妬
掻
の
来
れ
ば
、
物
に
随
い
て
形
を
見
わ
す
。
而
も
明
鏡
曾
て
留
意

　
存
し
。
」
（
伝
習
録
・
中
・
答
陸
原
静
書
・
二
）

　
良
知
が
天
理
を
精
察
、
措
定
し
て
い
く
こ
と
は
、
　
「
略
も
翁
面
な
き
」

も
の
で
あ
っ
て
始
め
て
可
能
で
あ
っ
た
。
良
知
の
こ
の
性
格
を
、
陽
明

は
大
胆
に
も
、
禅
家
が
好
む
「
重
心
所
住
而
生
五
心
」
　
（
金
剛
般
若
経
）

の
語
を
も
つ
て
説
く
。

　
「
明
鏡
の
物
に
応
ず
る
や
、
塀
な
る
者
は
妬
、
掻
な
る
者
は
嫁
、
一

　
た
び
照
ら
せ
ば
皆
真
。
即
ち
古
れ
『
そ
の
心
を
生
ず
る
』
処
な
り
。

　
好
な
る
者
は
妬
、
重
な
る
者
は
媛
な
る
も
、
　
一
た
び
過
ぐ
れ
ば
留
め

　
ず
。
即
ち
是
れ
『
住
す
る
所
な
き
』
処
な
り
。
」
　
（
伝
習
録
・
中
・

　
答
陸
原
静
書
・
二
）

　
こ
の
よ
う
に
、
良
知
は
常
に
「
寂
然
不
動
」
で
あ
り
、
常
に
「
感
じ

て
遂
に
通
ず
る
」
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
　
（
伝
習
録
・
下
・
伽
）
つ

ま
り
「
知
る
こ
と
な
く
し
て
、
知
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
本
体
原
よ
り
此
く

の
如
し
」
　
（
伝
習
録
・
下
・
8
2
）
と
端
的
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、
卜
良
知
は

無
知
に
し
て
真
知
で
あ
る
と
い
う
二
重
の
性
格
を
一
味
の
も
の
と
し
て
具

有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
良
知
の
自
己
充
足
と
は
、
こ
の
二
重
性

格
の
強
化
と
緊
密
化
に
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
天
理
の
形
成
が
完

全
に
良
知
の
一
念
に
委
ね
ら
れ
、
独
知
の
機
能
が
強
大
化
す
る
た
め
に
は
、

そ
れ
だ
け
心
体
は
無
一
物
、
無
執
着
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
。
そ
う
し
た
所
か
ら
、
一
切
の
是
非
善
悪
を
知
る
心
体
は
、
固
定
的
な

善
悪
観
念
か
ら
離
脱
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
に
、
鉦
釜
量
｛
悪
説
が
説
か
れ

る
こ
と
に
な
る
。
陽
明
は
、
物
に
一
定
の
善
悪
は
な
く
、
心
が
「
理
に
循

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

え
ば
便
ち
是
れ
善
、
気
に
動
け
ば
便
ち
是
れ
悪
」
　
（
伝
習
録
．
上
．
1
0
）

と
な
る
、
す
な
わ
ち
心
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
善
悪
が
生
み
な
さ
れ
て
い

く
、
と
説
い
た
。
9
だ
か
ら
心
体
そ
の
も
の
は
「
無
虚
無
悪
は
理
の
静
」

（
同
上
）
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
陽
明
の
野
宮
埋

説
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
無
善
無
悪
を
体
質
的
に
保
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
従

っ
て
そ
れ
は
、
朱
子
学
の
性
即
理
説
が
性
善
説
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ

と
と
、
全
く
立
場
を
異
に
す
る
も
の
と
い
え
る
Q
も
と
よ
り
陽
明
の
良

知
説
は
、
無
煙
無
悪
な
る
心
体
が
、
天
理
を
措
定
し
、
善
悪
を
判
別
し
、

善
を
為
し
悪
を
去
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
　
「
無
念
無
悪
、
曇
れ
を

一4
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至
善
と
謂
う
」
　
（
同
上
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
性
善
を

も
包
む
立
場
に
立
つ
わ
け
で
あ
る
が
、
性
即
理
説
と
は
そ
の
天
理
観
が

相
違
す
る
が
故
に
、
た
と
い
性
善
と
言
い
、
至
善
と
言
う
も
、
そ
の
意

味
合
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

　
陽
明
の
無
善
無
悪
説
を
激
し
く
弁
難
し
た
者
に
、
東
林
学
の
顧
砂
土

が
い
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。

　
善
を
為
す
と
は
、
そ
の
固
有
を
為
す
こ
と
で
、
悪
を
去
る
と
は
、
そ

の
本
無
を
去
る
こ
と
で
あ
る
。
陽
明
は
「
無
善
無
悪
」
と
説
き
、
　
「
為

善
去
悪
」
と
説
く
が
、
心
体
が
無
善
無
悪
な
ら
、
悪
は
本
体
の
障
害
で

な
く
、
か
え
っ
て
善
が
本
体
の
障
害
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
善
を

為
す
こ
と
も
、
悪
を
去
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
　
（
謹
性
編
・
巻
六
・
質

疑
下
・
再
与
玉
東
漠
書
・
参
照
）

　
以
上
の
顧
氏
の
論
は
、
先
験
的
理
の
存
在
を
認
め
る
性
即
理
説
に
本
つ

く
も
の
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
「
無
横
這
悪
」
と
「
為
薄
塩
悪
」
を
矛
盾
と
捉
え
る

立
場
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
無
善
無
悪
な
れ
ば
こ
そ
善
を
為
し
悪
を
去
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
陽
明
の
良
知
説
と
は
、
全
く
異
な
る
心

性
論
、
人
「
間
観
に
立
脚
し
て
い
る
と
い
え
る
。
良
知
説
で
は
、
為
す
所

の
善
は
何
ら
心
体
に
固
有
の
も
の
で
は
な
い
。
陽
明
は
「
一
箇
の
善
あ

り
、
却
っ
て
又
一
箇
の
悪
あ
り
て
、
来
っ
て
相
い
対
す
る
に
あ
ら
ず
」

（
伝
習
録
ぴ
下
・
2
8
）
と
説
き
、
ま
た
龍
漢
は
「
悪
は
も
と
よ
り
な
し
。

善
も
亦
得
て
あ
る
べ
か
ら
ず
」
　
（
龍
渓
集
・
巻
一
・
天
泉
謹
道
紀
）
と

説
い
て
い
る
。
無
毒
無
悪
説
は
、
既
成
の
善
悪
を
一
度
自
己
の
心
に
よ

っ
て
晒
し
あ
げ
て
、
新
た
に
一
念
の
良
知
に
よ
っ
て
善
悪
を
定
め
て
い

く
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
う
た
。
だ
か
ら
陽
明
は
、
誠
意
の
功
夫

に
お
い
て
、
心
の
本
体
が
本
来
無
一
物
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
意
を

用
い
て
、
善
を
好
み
悪
を
悪
む
な
ら
ば
、
そ
こ
に
意
思
（
私
意
）
が
附

着
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
自
己
の
心
体
を
体
認
す
る
こ
と
が
、
正

心
の
功
夫
で
あ
る
と
説
く
。
　
（
伝
習
録
・
上
宿
）
以
上
の
よ
う
に
見
て

く
る
と
、
無
善
無
悪
説
は
、
良
知
説
が
必
然
的
に
内
包
す
る
も
の
で
あ

り
、
無
三
無
悪
を
捨
象
し
た
形
で
は
、
良
知
説
は
存
在
し
え
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
さ
て
こ
の
心
体
の
無
量
無
悪
を
．
述
べ
た
も
の
に
、
陽
明
の
四
句
教
が

あ
る
。
龍
漢
は
こ
の
四
句
教
に
関
し
て
、
、
心
意
知
物
は
す
べ
て
無
声
無
一

悪
で
あ
る
と
解
す
る
所
謂
三
無
説
を
以
て
、
・
銭
緒
山
と
論
争
す
る
。
彼
4
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

は
こ
の
論
争
に
対
す
る
陽
明
の
裁
定
を
次
の
よ
う
に
受
け
と
っ
て
い
る
。

　
血
忌
無
悪
の
心
体
を
悟
る
上
根
の
者
は
、
無
（
無
善
無
悪
）
よ
り
根
基

を
立
て
る
。
本
体
即
功
夫
の
頓
悟
の
学
で
あ
る
。
一
方
、
無
二
無
悪
の

心
体
を
悟
り
え
ぬ
中
根
以
下
の
者
は
、
有
（
有
善
有
悪
）
よ
り
根
基
を

立
て
る
。
功
夫
を
用
い
て
本
体
に
復
る
漸
入
の
学
で
あ
る
。
　
（
龍
漢
集
・

巻
一
・
言
泉
護
道
紀
）

　
龍
漢
は
こ
の
説
を
承
け
て
、
先
天
心
体
上
た
立
根
す
る
「
先
天
の
学
」

と
、
後
天
動
石
上
に
豊
根
す
る
「
後
天
の
学
」
と
を
分
ち
、
前
者
は
、

意
念
の
発
動
に
お
い
て
も
不
善
が
な
く
、
世
情
嗜
欲
が
は
い
り
込
む
こ

ど
も
な
く
、
功
夫
も
簡
単
だ
が
、
後
者
は
、
世
情
嗜
欲
が
肥
り
、
功
夫



も
繁
難
に
な
る
（
質
置
集
・
巻
一
・
三
山
麗
沢
録
）
、
と
説
き
、
両
者
を

分
つ
は
、
根
器
の
上
下
の
為
に
説
い
た
権
法
で
あ
る
と
す
る
。
　
（
龍
漢

集
・
出
撃
・
答
辞
緯
川
・
二
）
龍
渓
は
、
四
句
庭
中
の
「
有
善
露
悪
は

意
の
動
」
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
事
実
「
心
は
本
よ
り
至
善

な
る
も
、
意
に
動
き
て
始
め
て
不
善
あ
り
」
　
（
龍
漢
集
・
巻
一
・
三
山

麗
沢
録
）
と
説
く
よ
う
に
、
陽
明
と
同
様
、
意
念
の
発
動
に
お
け
る
悪

の
発
生
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
楊
慈
湖
の
不
起
意
の
説
を
「
慈

湖
の
不
起
意
の
義
を
知
れ
ば
、
即
ち
良
知
を
知
る
な
り
」
　
（
龍
漢
書
・
．

巻
五
・
慈
湖
精
舎
美
言
）
と
、
高
く
評
価
し
、
不
起
意
を
「
そ
の
過
悪

の
原
を
塞
ぐ
」
　
（
同
上
）
こ
と
と
解
す
る
。
こ
の
場
合
、
龍
漢
の
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
「
惟
だ
心
を
離
れ
て
意
を
起
こ
せ
ば
、
妄
と
な
る
」
　
（
同
上
）
と
い

う
点
に
主
眼
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
「
人
心
惟
だ
一
意
あ
り
て
、
始
め
て

よ
く
経
論
を
起
こ
し
変
化
を
成
す
」
　
（
龍
漢
集
・
巻
五
・
与
寛
和
張
子

問
答
）
と
い
う
よ
う
に
、
積
極
的
な
作
用
を
認
め
る
所
の
意
は
、
　
「
意
、

心
に
根
ざ
し
、
心
に
欲
な
け
れ
ば
、
則
ち
念
お
の
ず
か
ら
一
、
一
念
万

年
に
し
て
、
起
作
あ
る
な
し
、
正
に
是
れ
本
心
自
然
の
用
」
　
（
同
上
）

と
な
る
よ
う
に
、
男
泣
無
悪
な
る
本
心
に
本
つ
い
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
無
善
無
悪
な
る
本
心
に
根
ざ
す
以
上
、
　
「
善
意
を
起

こ
す
と
錐
も
、
已
に
本
心
を
離
れ
る
」
　
（
龍
漢
集
・
巻
五
・
慈
湖
精
舎

会
語
）
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
、
意
が
心
に
根
ざ
す
と
い
う
こ
と
が
、

い
い
か
え
れ
ば
「
心
上
よ
り
根
を
立
て
れ
ば
、
無
善
無
悪
の
心
は
、
即

ち
是
れ
無
歯
止
悪
の
意
」
　
（
龍
箪
笥
・
巻
筆
・
答
漏
緯
川
・
二
）
と
説

か
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
心
体
の
無
に
立
脚
、
透

徹
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
体
の
無
に
本
つ
く
悪
念
の
自
然
な
る
用
が

活
か
さ
れ
、
意
念
に
お
い
て
も
、
善
悪
の
相
対
的
存
在
が
超
越
さ
れ
て
、

無
点
無
悪
に
し
て
至
善
な
る
状
態
が
得
ら
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

，
龍
漢
の
四
丁
説
の
ね
ら
い
は
、
実
に
こ
の
点
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
彼
’

が
所
謂
四
有
説
を
指
し
て
、
意
に
善
悪
が
あ
れ
ば
、
知
と
物
も
善
悪
が

あ
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
「
心
も
亦
こ
れ
を
無
（
無
三
無
悪
）
と
謂
う

べ
か
ら
ず
」
　
（
龍
漢
集
・
巻
一
・
天
皇
誼
道
紀
）
と
し
て
否
定
し
た
の

は
、
そ
れ
が
心
体
の
無
記
無
悪
を
大
前
提
に
し
な
が
ら
も
、
有
善
有
悪

の
意
念
に
髭
根
す
る
立
場
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
（
四
有
説
を
唱
え

る
銭
緒
山
の
視
座
は
、
正
に
点
心
冠
根
を
免
れ
ぬ
現
実
礎
珍
た
。
）
硲

従
っ
て
四
壁
説
は
、
「
若
し
心
は
無
二
無
悪
の
心
な
る
を
悟
れ
ば
」
意
“

知
物
は
す
べ
て
無
畜
無
悪
で
あ
る
と
説
く
よ
う
に
（
同
上
）
、
心
体
の
無

善
無
悪
を
悟
る
点
に
眼
目
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
欲
念
の
存
在
を
振
り

切
る
力
を
、
無
な
る
心
体
の
悟
に
求
め
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に

あ
げ
た
陽
明
の
正
心
の
功
夫
、
即
ち
心
体
の
無
の
体
認
と
い
う
考
え
を

承
け
、
そ
れ
を
更
に
進
め
て
、
無
善
無
悪
な
る
心
体
そ
の
も
の
を
把
握

す
る
こ
と
を
第
一
義
的
な
も
の
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
、
陽
明
で
は
顕
著
で
な
か
っ
た
悟
と
い
う
概
念
が
表
面
に
出
て
く
る

こ
と
に
な
り
、
良
知
説
は
新
し
い
展
開
を
み
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　

　
元
来
良
知
説
に
お
い
て
は
、
心
意
知
物
は
一
つ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
良
知
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

善
を
知
り
悪
を
知
り
、
意
念
が
善
を
好
み
悪
を
憎
み
、
物
事
に
お
い
て
善



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
為
し
悪
を
去
る
こ
と
は
、
心
体
の
無
善
無
悪
と
一
体
の
も
の
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
、
先
ず
心
体
の
無
善
無
悪
に
透
徹
し
て
い
な
い
な
ら
ば
、

良
知
の
無
善
無
悪
に
し
て
始
め
て
善
悪
を
判
別
し
う
る
と
い
う
、
そ
の

本
来
単
機
能
が
十
全
に
発
揮
さ
れ
ず
、
そ
の
生
命
力
が
窒
塞
さ
れ
て
し

ま
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
王
龍
漢
の
十
善
無
悪
説
の
着
眼

点
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
無
煙
無
悪
説
の
視
点
か
ら
、
龍
漢
に
お

い
て
は
、
陽
明
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
ほ
ど
懇
切
に
心
体
の
無
的
性
格
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

説
か
れ
、
こ
の
心
体
に
透
徹
す
る
悟
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
三

　
常
に
西
翠
不
変
に
し
て
、
か
つ
万
変
に
妙
応
ず
る
と
い
う
、
良
知
の

緊
密
な
る
二
重
性
が
、
龍
胆
で
は
殊
に
強
調
さ
れ
て
「
良
知
は
知
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
し
て
、
然
る
後
に
能
く
是
非
を
知
る
」
　
（
龍
漢
集
・
巻
八
・
艮
止
精

一
之
旨
）
と
説
か
れ
る
。
更
に
良
知
の
無
的
性
格
が
、
様
々
な
語
に
よ
ウ

っ
て
強
調
さ
れ
る
。
　
「
人
心
は
無
一
物
。
原
よ
り
是
れ
空
空
の
体
」

（
龍
年
三
。
巻
三
・
九
千
紀
講
）
　
「
虚
寂
は
心
の
本
体
」
　
（
龍
漢
集
・

巻
十
六
・
別
号
見
台
漫
語
摘
略
）
と
い
う
よ
う
に
、
虚
寂
空
樽
な
る
語

が
、
自
在
に
良
知
を
表
わ
す
語
ど
な
り
、
　
「
美
れ
心
性
の
虚
無
は
千
聖

の
学
脈
な
り
」
　
（
龍
漢
集
・
巻
町
・
白
鹿
洞
続
講
義
）
　
「
空
は
道
の
体

な
り
」
　
（
龍
渓
集
・
巻
三
・
書
累
語
簡
端
録
）
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、

王
陽
明
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
ほ
ど
、
虚
寂
下
帯
が
道
の
根
本
に
据
え

ら
れ
る
ご
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
当
然
、
龍
漢
は
仏
老
の
学
に
陥

る
者
で
あ
る
と
い
う
非
難
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
龍
漢
自
身
、
そ
う

い
っ
た
批
判
に
対
し
て
説
く
。

　
「
吾
儒
、
未
だ
曾
て
虚
を
説
か
ず
、
寂
を
説
か
ず
、
微
を
説
か
ず
、

　
密
を
説
か
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
こ
れ
は
こ
れ
三
教
を
範
囲
す
る
の
宗
な
，

　
り
。
」
（
龍
漢
集
・
巻
一
ニ
ニ
山
止
再
録
）

　
す
な
わ
ち
心
体
の
虚
無
は
、
道
の
本
源
で
あ
る
。
だ
か
ら
空
虚
を
以

て
異
端
と
為
す
の
は
「
真
に
所
謂
賊
を
認
め
て
子
と
為
す
」
　
（
龍
漢
集
・

巻
三
・
宛
望
洋
玉
楼
晒
言
）
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
逆
に
心
体
を
悟
ら

ざ
る
こ
と
よ
り
発
生
す
る
弊
害
を
批
判
し
て
い
る
。
つ
ま
り
心
体
の
虚

無
を
見
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
正
道
と
異
端
と
の
境
界
を
設
け
る
こ
と

は
、
意
味
な
し
と
す
る
の
で
あ
る
。
が
、
も
と
よ
り
良
知
説
に
お
い
て
　
一

は
、
「
致
知
の
学
は
原
よ
り
虚
寂
に
杢
つ
文
応
業
暮
で
繊
∴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

感
応
を
離
れ
ず
」
　
（
至
重
集
・
巻
一
・
三
山
麗
昔
風
）
．
と
説
か
れ
る
よ

う
に
、
心
体
の
虚
無
は
内
外
な
く
、
寂
感
「
体
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
点
に
関
し
て
、
同
門
の
醇
侃
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

　
・
「
土
建
、
釈
の
空
．
老
の
無
を
謂
い
て
異
と
為
す
は
非
な
り
。
二
氏

　
の
蔽
は
遣
倫
に
在
り
。
虚
無
に
在
ら
ず
。
著
空
論
無
は
、
二
氏
す
ら

　
且
つ
以
て
非
と
な
す
。
」
　
（
明
儒
学
案
・
巻
三
十
・
醇
侃
語
録
）

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
陽
明
に
お
い
て
既
に
「
良
知
の
虚
」

「
良
知
の
無
」
が
解
釈
の
虚
無
と
区
別
さ
れ
た
よ
う
に
（
伝
習
録
．
下
．

6
9
）
、
良
知
説
が
仏
老
の
学
と
相
違
す
る
点
は
、
心
体
の
虚
無
性
を
認

め
る
か
否
か
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
虚
無
な
る
心
が
、



人
倫
庶
物
に
即
し
、
そ
の
変
化
に
応
じ
て
活
動
す
る
も
の
と
認
め
る
か

否
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
三
三
に
至
っ
て
、
こ
の
良
知
説

の
特
徴
が
更
に
明
確
化
さ
れ
て
い
く
。
一
方
で
、
無
善
無
悪
が
良
知
本

来
の
も
の
と
し
て
根
底
に
据
え
ら
れ
、
他
方
で
、
良
知
が
事
物
の
感
応

を
離
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
で
は
龍
漢
が
あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
心
体
の
虚
無
性
を
強
調
す
る
意
図
は

ど
こ
に
あ
っ
た
か
。
嘉
靖
三
十
二
年
号
「
溝
陽
豪
語
」
　
（
龍
漢
集
・
巻

二
）
の
中
で
、
彼
は
同
門
の
異
説
の
一
つ
と
し
て
、
　
「
良
知
は
空
に
落

つ
。
必
ず
尊
見
を
煙
い
て
以
て
助
け
て
之
を
発
す
。
良
知
は
必
ず
天
理

を
用
う
れ
ば
・
空
知
に
非
ず
」
と
い
う
論
を
あ
げ
る
・
②
こ
れ
は
・
良

知
だ
け
で
は
万
変
を
尽
く
す
に
足
ら
ず
と
し
て
、
二
見
・
知
識
を
仮
り

て
、
事
物
の
理
を
求
め
、
良
知
を
補
完
し
よ
う
と
す
る
考
え
で
あ
る
。

彼
は
こ
の
論
を
、
依
然
と
し
て
朱
子
学
の
定
理
論
の
影
響
を
脱
し
て
い

な
い
「
沿
襲
の
説
」
で
あ
る
と
断
ず
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
方
向
は
、

心
即
理
本
来
の
立
場
か
ら
の
逸
脱
で
あ
り
、
良
知
説
の
方
向
か
ら
見
る

時
、
朱
子
学
へ
の
後
退
に
連
な
る
も
の
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　

の
所
謂
依
識
へ
の
志
向
が
根
強
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
龍

漢
は
随
所
で
徳
性
の
知
四
良
知
と
、
聞
見
の
知
“
知
識
と
の
違
い
を
論

じ
、
外
求
を
仮
ら
ざ
る
良
知
の
絶
対
性
へ
の
信
頼
を
説
く
。
　
（
龍
漢
集
・

巻
二
．
水
西
同
志
会
籍
等
）
龍
漢
は
、
虚
無
な
る
心
体
の
無
分
別
知
に

根
ざ
す
所
に
、
良
知
説
の
本
源
が
あ
る
と
し
、
こ
の
故
に
、
無
知
に
し

て
真
知
な
る
良
知
の
特
性
を
強
調
し
た
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
「
質
点
は
、
こ
の
よ
う
に
智
識
の
学
を
否
定
す
る
と
同
時
に
、
沈
空

　
の
学
を
も
否
定
す
る
。

　
　
「
知
の
体
は
本
よ
り
空
。
体
に
着
す
れ
ば
即
ち
沈
空
と
為
る
。
知
は

　
　
本
よ
り
知
な
し
。
体
を
穿
る
れ
ば
即
ち
依
識
と
為
る
」
　
（
上
手
集
・

　
　
巻
六
・
致
知
議
略
）

　
　
い
い
か
え
れ
ば
、
依
識
の
学
と
は
、
良
知
の
外
に
別
に
已
発
を
求
め

　
る
も
の
で
あ
り
、
沈
空
の
学
と
は
、
良
知
の
前
に
別
に
未
発
を
求
め
る

　
も
の
で
あ
る
。
両
者
が
異
学
と
し
て
否
定
さ
れ
る
の
は
、
良
知
が
未
発
の

，
中
に
し
て
、
発
し
て
節
に
中
る
の
和
で
あ
る
と
い
う
、
渾
然
一
体
な
る

　
本
質
に
盲
目
だ
か
ら
で
あ
る
。
　
（
龍
漢
集
・
巻
十
六
・
趙
棚
雲
別
言
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
結
局
、
依
識
の
立
場
は
「
有
に
着
」
し
、
沈
空
の
立
場
は
「
無
に
着
」
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す
る
こ
と
に
な
る
。
（
龍
全
集
・
巻
上
・
艮
止
精
一
之
旨
）
皇
漢
は
、
こ
餉

　
の
両
端
に
陥
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
有
無
に
執
着
す
る
こ
と
な
く
、

虚
寂
に
し
て
万
変
に
妙
応
ず
る
良
知
の
在
り
方
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
龍
漢
は
、
こ
の
よ
う
な
性
格
の
良
知
す
な
わ
ち
心
体
の
体
認
、
す
な

　
　
　
　

　
わ
ち
悟
を
重
視
す
る
。

　
　
「
君
子
の
学
は
、
悟
を
得
る
を
貴
ぶ
。
悟
門
開
か
ざ
れ
ば
、
以
て
学

　
　
を
徴
す
る
な
し
。
」
　
（
置
型
集
・
巻
十
六
・
留
別
寛
川
漫
語
摘
暑
）

　
　
彼
は
、
．
根
器
の
利
鈍
に
よ
っ
て
、
本
体
に
頓
悟
・
漸
悟
、
功
夫
に
頓

修
・
吟
興
の
区
別
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
が
（
龍
漢
集
・
巻
四
・
留
都

会
紀
）
、
　
「
若
し
そ
れ
必
ず
欲
を
去
る
を
以
て
主
と
為
し
、
そ
の
性
に

復
す
る
を
求
む
れ
ば
、
則
ち
頓
と
漸
と
未
だ
嘗
て
異
な
ら
ず
」
　
（
羅
漢



集
・
巻
二
・
松
原
晒
語
）
と
す
る
。
つ
ま
り
致
良
知
に
お
い
て
頓
漸
は

一
つ
で
あ
る
と
し
、
か
え
っ
て
漸
に
著
す
れ
ば
黒
帯
と
な
り
、
頓
に
著

す
れ
ば
期
必
と
な
る
（
龍
漢
集
・
巻
十
二
・
答
程
方
峯
）
と
し
て
、
頓

漸
に
執
着
す
る
こ
と
の
無
い
こ
と
を
説
く
。
噛
又
「
悟
り
て
修
め
ざ
れ

ば
、
精
魂
を
玩
弄
し
、
修
め
て
悟
ら
ざ
れ
ぽ
、
虚
妄
を
増
益
す
」
　
（
龍

漢
集
・
巻
四
・
留
都
会
紀
）
と
い
う
よ
う
に
、
悟
と
修
の
相
即
を
主
張

す
る
。
従
っ
て
龍
漢
は
、
頓
悟
だ
け
を
説
く
の
で
は
な
く
、
「
理
は
頓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紛

悟
に
乗
ず
る
も
、
事
は
漸
修
に
属
す
『
（
龍
漢
集
・
巻
十
七
・
漸
三
豊
）

と
言
う
よ
う
に
、
著
実
な
功
夫
な
き
頓
悟
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

が
、
問
題
は
、
彼
の
説
く
悟
と
修
の
内
容
で
あ
る
。
彼
は
、
本
体
・
功

夫
と
も
頓
漸
の
別
が
あ
る
が
、
要
は
実
悟
・
真
塗
な
る
こ
と
だ
と
説
く
。

「
実
柱
と
は
、
自
ら
の
本
心
を
上
る
な
り
。
」
「
真
修
之
は
、
自
ら
の
本
性
を

体
す
る
な
り
」
（
龍
車
集
・
巻
四
・
留
都
会
紀
）
こ
の
よ
う
に
」
悟
と
修
は
自
己
の

心
性
の
体
認
で
あ
る
と
し
て
、
両
者
の
緊
密
な
連
関
が
説
か
れ
る
時
、
　
「
無
上

菩
提
は
、
須
ら
く
言
下
に
自
ら
の
本
心
を
認
り
、
自
ら
の
本
性
を
見
る

べ
し
」
　
（
六
祖
五
経
・
行
由
品
・
五
祖
受
忍
の
語
）
と
説
き
、
即
今
塗

下
の
悟
り
に
よ
つ
て
、
凡
夫
も
仏
と
成
る
と
す
る
禅
の
思
想
に
き
わ
め

て
類
似
す
る
こ
と
に
な
る
。
心
を
無
善
無
悪
と
と
ら
え
、
乱
心
見
性
と
・

い
う
悟
り
に
よ
っ
て
、
　
一
切
諸
事
物
に
執
着
す
る
こ
と
な
く
、
し
か
も

偏
く
諸
事
象
を
含
有
し
て
、
融
通
無
碍
、
自
由
自
在
な
る
活
動
を
図
ろ

う
と
す
る
所
に
、
禅
思
想
（
特
に
公
案
禅
）
の
も
つ
強
大
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
あ
っ
た
。
善
導
が
良
知
説
の
中
に
取
り
込
ん
だ
も
の
は
、
正
に
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
で
あ
り
、
従
っ
て
龍
漢
思
想
に
お
け
る
悟
と
は
、
良
知
の
極
度
な
ま

で
の
自
己
充
足
と
、
円
通
自
在
性
の
表
現
に
外
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え

る
。

　
　
　
　
　
　
四

　
さ
て
初
め
に
見
た
よ
う
に
、
致
良
知
は
心
が
感
応
す
る
場
に
お
け
る

功
夫
で
あ
っ
た
が
、
陽
明
は
「
格
物
」
め
物
と
は
、
こ
の
心
が
感
応
す

る
場
で
あ
る
と
す
る
。
物
、
す
な
わ
ち
意
念
の
発
動
し
た
所
に
即
い
て
、

良
知
の
知
る
善
を
十
分
に
為
し
、
良
知
の
知
る
悪
を
十
分
に
去
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
良
知
は
断
鉄
壁
蔽
が
な
く
な
り
、
そ
の
機
能
が
十
全
に
発
，
膚

揮
で
き
る
と
す
る
。
「
知
接
す
は
、
．
叢
書
在
り
て
直
す
」
（
亀

習
録
・
下
・
m
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
現
実
界
の
諸
事
相
に
即
し
て

良
知
が
発
揮
さ
れ
、
事
物
が
そ
の
理
を
得
る
こ
と
が
、
良
知
説
に
お
け

る
格
物
で
あ
る
。
従
っ
て
良
知
説
に
お
い
て
格
物
は
、
致
知
走
別
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

の
で
は
な
く
、
第
二
義
的
な
も
の
で
も
な
か
っ
た
冥
そ
の
こ
と
を
陽
明

は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

　
「
致
知
を
知
れ
ば
、
便
ち
己
に
格
物
を
知
る
。
．
若
し
覧
れ
未
だ
格
物

　
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
薫
れ
致
知
の
工
夫
も
亦
未
だ
嘗
て
知
ら
ざ
る
な

　
り
。
」
　
（
伝
習
録
・
中
・
答
周
道
親
書
）

　
だ
か
ら
陽
明
は
、
日
用
の
事
変
を
離
れ
た
学
は
「
着
空
」
で
あ
る
と

し
、
　
（
伝
習
録
・
下
・
1
8
）
物
事
に
即
し
て
此
心
の
天
理
を
精
察
す
る



と
い
う
点
に
「
頑
空
虚
静
の
徒
」
と
の
違
い
を
見
て
い
る
。
　
（
伝
習
録
・

中
・
答
顧
東
橋
書
）
そ
れ
は
事
物
を
絶
っ
て
「
心
を
幻
想
と
幽
す
」
か
、

事
物
に
即
し
た
中
で
「
そ
の
天
則
の
自
然
に
順
う
」
か
の
違
い
で
あ
る
。

（
伝
習
録
・
下
・
7
0
）
こ
の
よ
う
に
、
伺
じ
く
心
に
本
つ
く
と
は
い
え
、
，

そ
の
心
が
実
理
を
措
定
し
て
い
く
と
み
る
か
、
あ
る
い
は
一
切
の
実
有

を
否
定
し
た
、
空
理
の
立
場
に
立
つ
か
、
こ
の
点
に
良
知
説
と
禅
思
想

と
の
明
確
な
相
違
が
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
‘
良
知
心
学
が
、
程

朱
学
の
理
学
に
訣
別
し
た
こ
と
は
、
天
理
の
実
在
の
否
定
で
は
な
く
、

自
己
の
一
心
に
よ
る
天
理
の
再
創
造
を
図
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
ね

ら
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
龍
漢
も
そ
の
点
を
押
え
て
、
　
「
先
師
一
生
人
を
教
う
る
の
喫
緊
の
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
・
只
だ
在
格
物
の
三
字
あ
る
の
み
。
吾
人
一
生
道
を
学
ぶ
の
切
要
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

処
も
、
掌
理
だ
在
格
物
の
三
字
あ
る
の
み
。
此
れ
儒
釈
毫
楚
の
弁
な
り
」

（
三
栄
集
・
月
一
・
答
呉
勢
望
・
二
）
と
説
い
て
い
る
。
龍
漢
に
お
い

て
い
か
に
心
体
の
空
無
性
が
説
か
れ
、
心
体
の
悟
り
に
聖
凡
の
機
が
か

け
ら
れ
よ
う
と
も
、
事
物
に
即
し
た
形
で
新
た
に
天
理
を
措
定
す
る
と

い
う
と
こ
ろ
に
、
．
禅
学
と
の
一
線
が
こ
れ
ま
た
明
確
に
引
か
れ
て
い
た

と
い
え
る
。
　
「
致
知
は
格
物
に
在
れ
ば
、
則
ち
知
は
空
知
に
非
ず
。
格

物
は
致
知
に
本
づ
け
ば
、
則
ち
物
は
外
物
に
非
ず
」
（
龍
漢
集
・
巻
九
・

答
茅
治
卿
）
と
説
く
よ
う
に
、
格
物
窮
理
を
説
く
朱
子
学
と
、
明
心
見

性
を
説
．
く
禅
学
と
を
両
端
に
見
据
え
て
、
良
知
説
の
独
自
性
を
明
確
化

し
た
所
に
、
陽
明
以
後
の
良
知
説
に
澄
い
て
果
た
し
た
龍
漢
の
思
想
的
役

割
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
彼
が
到
る
所
で
依
識
の
学
・
沈
空
の
学
を
批

判
す
る
の
は
、
こ
の
立
場
か
ら
幸
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
じ
く
良

知
を
宗
旨
と
す
る
者
の
中
で
も
、
依
識
・
沈
空
の
両
傾
向
に
接
近
す
る

思
想
の
あ
る
こ
と
を
把
握
し
、
彼
が
確
信
す
る
良
知
説
本
来
の
中
道
の

立
場
を
審
ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
の
逸
脱
を
戒
め
た
も
の
と
い
え
る
。

　
王
門
に
お
け
る
蔓
草
の
傾
向
、
龍
漢
は
そ
れ
を
最
讐
江
の
所
謂
帰
寂

主
義
の
中
に
見
て
い
た
。
最
讐
江
は
、
良
知
に
お
い
て
体
と
用
、
未
発

と
已
発
と
を
分
ち
、
未
発
に
お
い
て
本
体
を
培
養
し
、
体
を
立
て
て
そ

の
用
を
達
す
る
と
こ
ろ
に
、
致
良
知
の
本
旨
が
あ
る
と
考
え
る
。
讐
江

の
こ
の
帰
寂
提
唱
の
意
図
に
つ
い
て
、
龍
漢
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
「
公
、
吾
入
の
格
致
の
学
を
為
す
者
の
、
知
識
を
認
め
て
良
知
と
為
一
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し
、
微
に
入
り
て
そ
の
自
然
の
覚
を
致
す
能
わ
ず
、
終
日
応
中
鷺
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
在
り
て
有
象
に
執
面
し
、
安
排
湊
泊
し
て
以
て
そ
の
是
当
を
求
め
ん
と

　
す
る
を
見
る
が
故
に
、
苦
口
し
て
予
示
の
話
頭
を
抽
出
し
、
以
て
学
者

　
の
弊
を
救
わ
ん
と
す
る
。
」
　
（
龍
漢
集
・
巻
六
・
致
知
議
弁
）

　
こ
の
よ
う
に
、
虚
寂
の
体
を
見
て
、
有
相
に
執
着
す
る
弊
害
を
正
さ

ん
と
す
る
点
は
評
価
す
る
。
だ
が
そ
の
あ
げ
く
「
格
物
に
功
夫
な
し
」

と
言
い
、
日
用
事
変
上
に
お
け
る
致
良
知
を
全
く
人
為
に
属
す
る
と
し

て
否
定
す
る
に
至
っ
て
は
、
正
に
嚢
に
懲
り
て
齎
を
吹
く
の
過
を
免
か
」

れ
ぬ
、
と
断
ず
る
。
　
（
同
上
）
つ
ま
り
依
識
的
傾
向
を
批
判
す
る
点
は

正
し
い
が
、
か
え
っ
て
沈
空
的
傾
向
に
陥
っ
て
い
る
と
見
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
帰
寂
説
が
、
良
知
が
常
に
未
発
の
中
に
し
て
常
に
発
し
て
節
に



中
る
の
和
で
あ
る
と
い
う
渾
然
一
体
な
る
も
の
で
あ
粂
刃
人
見
在
に
具
足
す
る
し

も
の
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
を
欠
除
し
て
い
る
こ
と
か
ら
く
る
と
考
え
る
ゆ
（
六
諭
）

こ
の
よ
う
に
龍
渓
は
馬
内
外
先
後
な
き
良
知
渾
一
の
立
場
に
立
つ
。
．
こ
こ
に
様
々
な

良
知
説
の
形
態
を
見
る
際
の
彼
の
視
座
と
基
準
が
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の

渾
一
の
立
場
は
、
良
知
の
現
在
成
就
（
現
成
）
を
大
本
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
る
Q
三
三
は
、
帰
寂
説
の
説
く
如
く
、
良
知
が
涌
養
に

よ
っ
て
始
め
て
完
全
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
各
自
の
良
知
が
現
在
に

お
い
て
完
全
成
就
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
で
は
良
知
現
成
の
思

想
は
龍
漢
の
独
創
で
あ
る
の
か
。

　
致
良
知
は
元
来
吾
心
の
良
知
の
一
念
の
微
に
天
理
を
精
察
す
る
も
の

で
あ
る
以
上
、
現
在
の
心
に
功
夫
は
集
約
さ
れ
る
と
い
え
る
。
　
「
良
知

は
前
後
な
し
。
只
だ
見
在
の
幾
を
知
る
の
み
な
れ
ば
、
便
ち
一
三
百
了
な

り
」
　
〈
伝
習
録
・
下
・
8
1
）
と
い
う
よ
う
に
、
現
在
の
一
念
に
そ
の
全

量
を
投
入
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
良
知
の
生
命
が
あ
り
、
現
実
の
具
体

的
、
個
別
的
事
象
に
お
け
る
良
知
の
発
現
が
、
即
ち
良
知
の
全
体
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
　
（
伝
習
録
・
下
・
2
2
参
照
）
従
っ
て
「
他
の
発
見
流
行

の
処
に
随
い
て
、
豪
富
に
具
足
し
、
更
に
去
来
無
く
、
．
仮
借
を
黒
い
ず
」

（
伝
習
録
・
中
・
答
轟
轟
蔚
・
二
）
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
現
在
に
極

度
に
集
約
さ
れ
た
良
知
は
、
墨
壷
に
具
足
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

だ
か
ら
良
知
当
下
訳
成
の
論
は
、
良
知
へ
の
絶
対
依
存
度
が
増
し
、
良

知
の
独
用
が
．
強
調
さ
れ
る
に
つ
れ
、
そ
の
方
向
性
の
中
で
必
然
的
に
生

ま
れ
て
き
た
も
の
と
い
え
る
。

　
龍
漢
は
、
学
問
が
「
見
在
を
離
れ
ぬ
」
　
（
馬
蹄
集
・
巻
十
一
・
与
呉

安
節
）
も
の
で
あ
り
、
馬
下
の
一
念
に
全
体
が
委
ね
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、

良
知
の
蝉
騒
完
全
具
足
に
対
す
る
信
頼
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
「
若
し
果
し
て
信
じ
及
ぶ
時
は
、
厳
粛
に
具
足
し
、
事
な
く
縦
な
く
、
更
に

　
磨
滅
な
く
、
人
人
尭
舜
た
る
べ
し
。
」
　
（
前
漢
集
・
巻
十
・
答
呉
悟

　
斎
・
二
）

　
龍
漢
が
よ
く
自
己
の
本
心
を
信
ず
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
は
、
良
知

が
現
在
具
足
せ
る
を
直
下
に
信
ず
る
こ
と
が
、
現
在
に
己
が
全
量
を
投

入
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
在
の
地
点
に
良
知
の
独
用
が

完
全
に
発
揮
充
足
で
き
る
と
見
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
が
重
視
す

る
廊
下
の
悟
り
は
、
自
己
の
良
知
が
現
在
完
全
成
就
せ
る
こ
と
を
悟
る
一

こ
と
で
あ
っ
た
と
い
亀
こ
の
よ
う
に
襲
の
説
く
信
も
悟
敵
臨

知
現
成
と
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
良
知
現
成
論
と
切
り
離
し
た
形
で
、

個
別
的
に
信
や
悟
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
彼
の
良
知
現
成
論
に
対
し
て
、
帰
寂
を
主
張
す
る
轟
讐
江
は
も
と
よ

り
批
判
的
で
あ
る
が
、
こ
の
点
で
叢
叢
と
激
し
く
対
立
し
た
者
に
、
蔓

江
思
想
の
影
響
を
受
け
た
羅
念
慮
が
い
る
。
彼
は
現
成
の
良
知
を
否
定

し
、
収
摂
保
聚
に
よ
る
拡
充
を
須
っ
て
始
め
て
発
舜
と
等
し
く
な
る
と

考
え
．
る
。
龍
漢
と
冬
篭
と
の
度
重
な
る
論
争
も
、
結
局
現
在
の
良
知
を

ど
う
と
ら
え
る
か
と
い
う
点
に
帰
着
し
、
両
者
は
こ
の
点
に
お
い
て
最

後
ま
で
見
解
を
異
に
し
た
と
い
え
る
。
龍
漢
は
嘉
応
四
十
一
年
冬
の
松

原
に
於
け
る
会
見
で
、
念
蕎
の
見
解
を
次
の
よ
う
に
評
す
る
。



　
「
世
間
に
は
現
成
の
良
知
あ
る
な
し
、
万
死
の
功
夫
に
非
ず
ん
ば
、

　
断
じ
て
生
ず
る
能
わ
ず
、
と
謂
い
、
・
こ
れ
を
以
て
世
間
の
虚
見
附
和

　
の
輩
を
野
合
す
る
に
至
っ
て
は
、
未
だ
必
ず
し
も
病
に
対
す
る
の
薬

　
に
非
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
も
、
若
し
必
ず
現
在
の
良
知
の
発
舜
と
同
じ
か

　
ら
ざ
る
を
以
て
、
必
ず
功
夫
修
整
を
待
ち
て
潜
る
後
得
べ
し
と
せ
ば
、

　
則
ち
未
だ
矯
柾
の
過
を
免
れ
ず
。
」
　
（
龍
渓
集
。
墨
黒
・
松
原
識
語
）

　
私
欲
に
よ
る
良
知
の
障
蔽
を
除
去
す
る
こ
と
を
無
視
し
て
、
た
だ
良

知
二
成
を
説
く
だ
け
で
、
そ
の
結
果
放
逸
無
黒
黒
に
流
れ
る
者
を
批
判

し
、
そ
の
弊
害
を
正
さ
ん
と
す
る
点
に
お
い
て
、
龍
漢
は
念
篭
説
を
評

価
す
る
。
だ
か
ら
「
源
陽
評
語
」
　
（
龍
量
器
・
書
窓
）
や
「
撫
芝
生
蜆

一
会
語
」
　
（
三
姫
集
・
巻
一
）
で
も
、
同
門
の
異
説
の
一
つ
と
し
て
、

高
下
円
成
を
説
き
、
消
欲
の
功
夫
を
不
用
と
す
る
者
を
屡
職
の
論
」

と
し
て
退
け
て
．
い
る
。
た
だ
念
篭
と
の
相
違
点
は
、
現
実
の
人
間
存
在

が
私
欲
に
蔽
わ
れ
て
い
る
に
し
て
も
、
現
在
発
舜
と
等
し
い
完
全
な
者

で
あ
る
と
見
倣
す
か
否
か
、
と
い
う
点
と
、
私
欲
の
除
去
を
ど
の
よ
う

に
行
う
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
龍
漢
は
、
衆
人
の
心
が
私
欲
に
よ
っ

て
そ
の
本
体
の
良
を
失
う
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
「
原
よ

り
人
為
を
以
て
加
損
し
て
、
診
る
後
配
か
る
べ
か
ら
ず
」
　
（
龍
漢
集
・

巻
八
・
致
知
難
易
解
）
と
し
て
、
本
体
の
全
が
修
謹
に
よ
る
も
の
で
な

い
こ
と
を
説
く
。
で
は
私
欲
の
蔽
を
除
く
功
夫
は
ど
こ
で
な
さ
れ
る
の

か
。
念
苓
が
已
発
の
場
以
前
に
お
け
る
欲
根
の
払
拭
を
説
く
の
に
つ
い

て
、
予
土
は
、
そ
れ
は
結
局
静
を
喜
び
動
を
厭
い
て
、
遂
に
世
間
と
没

交
渉
と
な
る
も
の
だ
と
批
判
す
る
。
　
（
龍
渓
集
・
巻
一
・
三
山
麗
沢
井
）

そ
れ
に
対
し
㍗
彼
は
「
高
雄
の
極
と
難
も
、
、
奇
く
も
能
く
一
念
自
ら
反

れ
ば
、
即
ち
本
心
を
得
る
」
　
（
龍
筆
下
・
巻
六
9
致
知
議
弁
）
・
と
説
く

よ
う
に
、
良
知
現
成
の
確
信
に
基
き
、
現
在
の
人
情
事
変
上
に
お
い
て
、

一
念
の
覚
怪
に
よ
っ
て
消
欲
の
功
夫
を
一
挙
に
な
し
て
い
こ
う
と
す
る
。

陽
明
は
私
意
の
発
生
と
そ
の
掃
除
に
つ
い
て
「
祢
（
私
意
の
）
萌
す
時
、
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
｝
た
び
知
る
処
、
便
ち
去
れ
侮
の
命
根
な
り
。
翌
翌
に
去
き
て
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墨

磨
す
れ
ば
、
．
便
ち
漏
れ
立
命
の
功
夫
な
り
」
　
（
伝
習
録
．
下
・
1
3
）
と

説
く
。
、
つ
ま
り
良
知
が
着
実
に
致
さ
れ
る
な
ら
ば
、
私
意
の
認
定
は
常

に
完
全
に
な
さ
れ
、
私
意
認
定
の
覚
怪
自
体
が
、
障
蔽
の
除
去
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
事
上
か
ら
一
旦
退
い
て
培
養
を
加
え
る
の
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
6

な
い
か
、
と
」
，
い
う
問
い
に
対
し
て
、
そ
れ
を
否
定
し
、
　
「
事
物
の
来
れ
　
一

ば
、
但
だ
吾
心
の
良
知
を
尽
く
し
て
以
て
之
に
応
ず
る
の
み
」
と
答
え

て
い
る
。
〈
伝
習
録
・
中
・
答
周
道
言
書
）
こ
の
よ
う
に
私
欲
の
除
去

は
、
瞬
間
瞬
間
に
良
知
を
致
す
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
可
能
で
あ
り
、
消

欲
の
功
夫
は
あ
く
ま
で
も
私
意
の
萌
す
現
実
の
場
で
の
み
な
さ
れ
う
る

も
の
で
あ
っ
た
。
譜
面
は
、
陽
明
の
こ
の
考
え
に
着
目
し
、
現
在
の
功

夫
を
説
く
。
以
上
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
、
現
在
に
お
け
る
私
意
の

認
定
と
除
去
の
強
化
と
は
、
，
現
在
に
お
け
る
良
知
の
充
足
で
あ
り
、
結

局
私
意
の
萌
す
現
在
の
場
こ
そ
、
良
知
充
足
の
唯
一
の
機
会
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
だ
か
ら
龍
渓
は
、
知
解
や
静
坐
よ
り
入
る
悟
り
を
お
さ
え
、

人
情
事
変
上
よ
り
入
る
徹
悟
を
正
法
眼
蔵
と
し
（
壮
漢
集
・
巻
十
六
・



留
別
寛
川
漫
語
養
畜
）
、
「
大
修
行
の
人
は
、
塵
労
煩
悩
中
に
お
い
て
、
道

場
と
作
す
」
　
（
龍
漢
集
・
巻
二
二
二
山
麗
沢
録
）
、
と
説
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
五

　
以
上
の
よ
う
に
、
龍
漢
に
至
っ
て
良
知
心
学
の
立
場
が
明
確
化
さ
れ

た
こ
と
を
見
た
が
、
次
に
三
教
の
問
題
か
ら
検
討
し
て
み
る
。
所
謂
心

学
の
系
譜
に
お
け
る
儒
釈
論
を
見
る
に
《
南
宋
の
陸
象
山
は
「
三
家
（

儒
仏
道
）
の
均
し
く
有
す
る
所
」
を
理
会
す
べ
き
こ
と
を
説
く
一
方
、

義
利
公
私
の
別
に
よ
っ
て
、
儒
者
は
経
世
を
主
と
し
、
釈
氏
は
出
世
を

主
と
す
る
も
の
と
し
て
、
儒
釈
を
裁
然
と
析
っ
。
　
（
陸
象
山
全
集
・
巻

二
・
与
重
要
伯
）
次
に
王
陽
明
は
、
心
を
尽
く
す
こ
と
を
求
め
る
点
に

お
い
て
禅
学
は
聖
学
と
等
し
い
が
、
聖
学
が
天
地
万
物
を
以
て
一
体
と

為
す
心
に
本
つ
く
の
に
対
し
て
、
禅
学
は
「
自
立
自
利
の
心
」
「
（
伝
習

録
．
中
．
答
陸
原
静
書
．
二
）
が
あ
り
、
入
倫
を
外
に
し
、
事
物
を
遺

し
て
、
結
局
家
国
天
下
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
す
る
。
．
（
王

文
成
公
全
書
・
重
臣
馳
・
重
鉢
山
陰
県
学
記
）
陽
明
も
や
は
り
経
世
と

い
う
点
で
禅
学
乏
一
線
を
画
す
が
、
そ
れ
は
良
知
が
万
物
一
体
の
仁
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
本
つ
く
。

　
「
僕
誠
に
天
の
霊
に
頼
り
て
、
偶
々
良
知
の
学
に
見
る
こ
と
あ
り
て

　
以
為
く
、
必
ず
之
に
由
り
て
然
る
後
天
下
得
て
治
む
べ
し
と
。
」

（
伝
習
録
・
中
・
答
轟
文
庫
・
一
）

　
こ
れ
は
、
民
の
陥
溺
を
救
う
も
の
は
良
知
以
外
に
な
い
と
「
い
う
確
信

で
あ
め
、
良
知
が
万
物
』
体
の
心
で
あ
り
ハ
こ
の
は
た
ら
き
を
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
経
世
に
外
な
ら
な
い
行
い
、
5
考
え
で
あ
る
◎
さ
ら
に
壮
漢

で
は
、
　
「
良
知
は
性
の
霊
、
天
地
万
物
を
以
て
一
体
と
為
す
、
三
教
を

範
囲
す
る
の
枢
な
り
」
　
（
龍
漢
集
・
巻
十
七
・
三
教
堂
記
）
・
と
説
く
よ

う
に
、
良
知
は
天
地
万
物
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
良
知
に
本
つ
く

か
否
か
に
よ
っ
て
「
道
釈
の
儒
」
と
も
「
儒
の
異
端
」
と
も
な
る
も
の

で
あ
6
た
。
　
（
同
上
）
こ
の
よ
う
に
天
地
万
物
哨
体
の
思
想
は
、
良
知

説
と
緊
密
に
結
び
つ
い
9
て
い
る
。
陽
明
が
「
大
学
問
」
　
（
王
文
成
公
全

書
・
巻
二
十
六
）
で
説
い
た
よ
う
に
、
致
良
知
の
学
．
は
、
良
知
を
極
意

と
し
て
、
天
地
万
物
一
体
の
体
を
立
て
、
天
地
万
物
一
体
の
用
を
達
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
龍
漢
は
こ
れ
を
承
け
て
「
良
知
は
心
の
霊
気
、
万
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

物
一
体
の
根
な
り
」
　
（
煎
薬
集
・
巻
十
三
・
贈
品
伯
太
毒
血
使
君
平
憲
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

序
）
　
「
良
知
は
仁
の
体
な
り
」
　
（
龍
漢
集
・
巻
十
三
・
賀
中
丞
新
子
江

公
武
功
告
成
序
）
と
規
定
す
る
。
彼
は
、
良
知
が
万
物
一
体
の
生
生
息

ま
ざ
る
仁
で
あ
る
と
し
て
、
説
く
。

　
「
そ
の
力
め
及
ぶ
所
に
随
っ
て
、
家
に
在
り
て
は
家
に
回
し
、
国
に

　
在
り
て
は
国
に
魅
し
、
天
下
に
在
り
て
は
天
下
に
仁
す
。
所
謂
格
物

　
致
知
、
儒
者
有
用
の
実
学
な
り
。
」
　
（
二
才
集
・
巻
十
三
・
瓦
之
湖

　
文
集
序
）

　
つ
ま
り
現
実
社
会
の
個
別
的
事
相
の
中
で
、
己
が
良
知
を
窮
め
て
い

く
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
天
地
万
物
一
体
の
仁
を
成
就
し
て
い
く

こ
と
で
あ
り
、
儒
者
有
用
「
の
実
学
は
、
こ
の
格
物
致
知
に
重
な
ら
な
い



の
で
あ
る
。
こ
の
儒
者
有
用
の
実
学
の
具
体
的
内
容
は
経
世
で
あ
る
。

　
「
儒
者
の
学
は
、
務
め
て
世
を
経
む
る
こ
と
を
為
す
。
学
以
て
世
を

　
経
む
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
儒
に
非
ざ
る
な
り
。
」
　
（
同
上
）

　
龍
漢
は
致
良
知
の
学
が
ど
こ
ま
で
も
経
世
を
志
向
す
る
学
で
あ
る
と

考
え
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
龍
漢
思
想
で
は
、
陽
明
の
考
え
を
継
承
し

て
、
致
良
知
の
実
践
は
、
万
物
一
体
の
仁
を
現
実
社
会
の
中
で
成
就
し

て
い
く
と
い
ヶ
目
標
と
方
向
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
家
国
天
下
と
い

っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
状
況
の
中
で
、
状
況
に
即
し
た
規
範
を
、

良
知
…
念
の
燃
焼
に
よ
っ
て
創
造
し
変
革
七
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
彼
が

と
ら
え
た
良
知
心
学
の
特
質
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
万
物
一
体
の
仁
に
鈍

つ
く
経
世
有
用
の
実
学
と
い
う
点
に
、
仏
老
の
学
と
異
な
る
儒
の
立
場

を
見
て
い
る
。
　
「
吾
儒
と
二
型
の
学
と
同
じ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
特
だ
毫

麓
の
間
の
み
」
　
（
龍
漢
集
・
巻
十
六
・
壮
美
中
閣
巻
）
と
い
う
毫
麓
の

差
は
、
こ
の
点
に
明
確
に
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
が
、
こ
こ
で

注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
の
毫
麓
の
違
い
を
「
但
だ
意
を
立
つ
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
々
重
ん
ず
る
所
あ
り
て
、
作
用
同
じ
か
ら
ず
」
　
（
龍
漢
集
・
巻
十
・

与
李
三
三
）
と
い
う
点
に
見
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
作
用
に
お
け
る
違

い
を
認
め
、
天
下
国
家
を
治
む
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
、
仏
老
を
批

判
し
な
が
ら
も
、
異
な
る
が
故
に
異
端
で
あ
る
と
し
て
排
斥
し
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
三
教
の
違
い
を
認
め
る
が
、
「
脳
髄
の
所
謂
良
知

は
、
即
ち
仏
の
所
謂
覚
、
老
の
所
謂
玄
な
り
」
　
（
同
上
）
と
し
て
、
良

知
が
三
教
の
違
い
を
超
え
て
通
貫
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
三
教
そ

れ
そ
れ
の
存
在
を
認
め
て
い
る
点
に
、
龍
車
の
三
教
観
の
特
色
が
あ
る
。

も
と
よ
り
彼
は
単
に
形
式
的
な
三
教
一
致
を
志
向
す
る
者
で
は
な
か
っ

た
。　

「
平
氏
の
学
は
、
吾
儒
と
異
な
る
。
然
れ
ど
も
吾
儒
と
並
び
伝
わ
り

　
て
廃
せ
ず
。
」
（
羅
漢
集
・
巻
七
・
南
遊
渾
渾
）

　
減
上
は
、
三
教
の
違
い
を
踏
ま
え
、
陽
明
の
学
が
あ
く
ま
で
「
重
き

を
儒
に
帰
す
」
　
（
龍
漢
集
・
巻
六
・
答
五
台
陸
子
問
）
立
場
で
あ
る
こ

と
を
認
め
、
自
ら
儒
学
た
る
こ
と
を
保
持
し
つ
つ
も
、
良
知
が
三
教
の

区
分
以
前
の
人
間
存
在
の
根
拠
と
し
て
、
三
教
を
貫
い
て
い
る
と
い
う

点
に
お
い
て
、
三
教
の
並
存
を
認
め
る
の
で
あ
り
、
良
知
が
「
三
教
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

の
大
総
持
」
　
（
龍
漢
集
・
巻
十
・
与
必
中
漢
）
で
あ
る
と
い
う
点
に
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
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回
忌
の
思
想
的
意
味
を
見
て
い
た
、
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
　
　
　
【

　
こ
う
し
た
皇
漢
思
想
が
、
顛
末
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら

れ
、
継
承
あ
る
い
は
変
容
さ
れ
て
い
く
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
龍

漢
が
批
判
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
そ
の

問
題
の
検
討
は
次
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
註

ω
、
因
に
わ
が
国
の
佐
藤
一
斎
は
、
龍
漢
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

　
「
王
胤
漢
畿
は
除
雪
晩
年
の
弟
子
た
り
。
教
を
受
く
る
こ
と
日
浅
く
、

　
そ
の
説
高
上
に
過
ぎ
、
遂
に
陽
儒
陰
釈
の
識
を
来
た
す
。
猶
お
宋
代

　
に
楊
慈
湖
あ
り
て
、
累
を
皇
漢
に
胎
す
と
同
一
類
な
り
。
」
　
（
言
言



　
晩
録
・
6
9
＞

②
　
湛
甘
泉
は
「
夫
れ
良
知
は
必
ず
天
理
を
用
う
れ
ぽ
、
則
ち
空
知
な

　
し
」
　
（
甘
泉
文
集
・
巻
十
七
・
贈
掌
教
銭
君
之
姑
蘇
序
）
と
説
く
。

　
龍
漢
が
こ
こ
で
あ
げ
て
い
る
の
は
、
湛
甘
泉
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ

　
る
が
、
陽
明
門
下
に
も
、
こ
の
よ
う
な
考
え
の
者
が
い
た
と
い
え
る
。

③
　
こ
の
語
は
、
　
「
理
は
則
ち
頓
に
悟
り
、
悟
に
乗
じ
て
併
せ
て
錆
す
。

、
事
は
頓
に
除
く
に
非
ず
、
次
第
に
因
っ
て
尽
く
す
」
　
（
榜
厳
経
・
巻

　
十
）
の
文
に
本
つ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ω
　
劉
念
台
は
「
陽
明
先
生
の
、
良
知
を
主
脳
と
し
て
、
格
物
を
以
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
第
二
義
と
為
す
は
、
終
に
大
学
の
旨
と
異
な
る
あ
る
に
似
た
り
」

　
（
劉
子
全
書
・
巻
十
九
・
与
王
弘
台
年
友
）
と
説
く
。

　
こ
の
点
に
も
、
良
知
説
に
対
す
る
彼
の
批
判
的
立
場
を
見
る
こ
と
が

　
で
き
る
。
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